
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「みんなで一緒」と「みんな別々」 

 

 

校長 小林 俊昭 

 

 

         日本では小学校、中学校は義務教育です。特別な学習内容を取り扱う私立学校 

を除けば、基本的には全国の小・中学校で同じ内容、同じレベルの教育が行われています。全国ど 

こでも教育の機会均等が保障されていることは喜ばしいことですが、日本人は教育内容だけでなく、 

幼稚園・保育所の頃から子供たちに「みんな一緒」を求めがちです。特別な支援や配慮が必要な子 

供たちの中には、この「みんな一緒」の教育の場所、教育内容・方法のために不適応を起こす例も 

多くあります。 

 しかし、教育内容に関して言えば、「みんな一緒」は中学校までです。高等学校には普通科、職業

科の別があり、学校や科により履修科目が異なります。また、入学者選考を経ていますので、生徒

の学力レベルが学校により異なります。このような違いがあるのは、高等学校からは社会人になる

準備が始まるからです。 

 社会人としての生活は「みんな一緒」ではありません。ですから、高等学校での教育内容や方法

は学校によって異なります。そもそも、人間は一人一人、親が違います。生まれた場所や家庭環境

も違います。得意不得意も違います。趣味や好みも違います。同じ人生を送る人は絶対にいません。

高等学校ごとあるいは学科ごとの学習内容は「みんな一緒」の部分もありますが、卒業時の進学先、

就労先はさらに細分化され、「みんな別々」の学習をするようになります。「みんな一緒」に勉強し

てきた学校生活ですが、高等学校や高等部段階での進路指導は「みんな別々」の道に進むための「究

極の個別指導」になります。 

 自分でできることを増やすための勉強をする人がいます。早く、正確に仕事をするための勉強を

する人がいます。進学や就職、資格取得に向けて教科の勉強をする人がいます。 

 最初は「みんな別々」に生まれた子供たちが「みんな一緒」の勉強をして、最後は「みんな別々」

の進路に向かい、「みんな一緒」にそれぞれの夢を実現していくのを支えるのが学校教育なのです。 

 みんなの夢の実現を支えている言葉があります。 

 「すべての国民は、法の下に平等であり、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政治

的、経済的又は社会的関係において、差別されない。」（日本国憲法第十四条） 

 法の下の平等を宣言したこの条文からは、涙があふれるほど強く、優しく、素晴らしい憲法の精

神が伝わってきます。 

 児童生徒一人一人の自立と社会参加、夢の実現を心より願っています。 
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 ２月２１日、会議室で１２名の新会員を迎え 

る同窓会入会式が行われました。 

 所用のため欠席した伊藤一樹会長から新会員 

のみなさんへ「卒業してからは、新しい環境に 

なるので不安なこともあると思いますが、同窓 

会の仲間もみなさんを支えていきますので一緒 

にがんばりましょう。」という心強いメッセージが届けられました。新会員を代 

表して渋谷祥さんからは「これからも、同窓生のみなさんとのつながりを大切に 

していきたいと思いますのでよろしくお願いします。」と挨拶がありました。入 

会を記念して、同窓会から印鑑が贈られました。 

 同窓会では、運動会やきらり祭の案内を送り「後輩と学校を応援しよう」と 

呼び掛けています。新会員のみなさんには、卒業してからも秋田きらり 

支援学校で学んだ仲間としてつながり、いつまでも学校の強力な応援団 

になっていただきたいと思います。 

高３生の保護者の皆様には、入会金の納入や入会 

式への出席など、ご協力をいただきありがとうござ 

いました。今後も同窓会活動へのご理解とご協力を 

お願い申し上げます。 

平成２９年度 高等部３年生の進路決定状況 

同窓会入会式が行われました 

受付では少し緊張… 

第８期卒業の新会員のみなさん 

新会員代表挨拶 

記念品の印鑑です 

高等部３年生の進路決定状況は次の通りです。 

進路状況 進学 就職 
障害福祉サービス利用 

合計 
就労継続支援Ｂ型 生活介護 療養介護 

人 数 １ １ ６＊ ３ １ １２ 

＊Ｂ型と生活介護を併用する生徒もいます。 

 これまで見学や現場実習を重ねながら候補先を絞り込み、進路決定に結びつけました。試験に

向けての勉強や面接練習を頑張ってきた生徒もいます。 

 いよいよ社会に出ます。環境ががらりと変わり、希望に胸を膨らませつつも不安も持ち合わせ

ていることと思います。焦らずにまずは生活リズムを整えることが大切と思います。 

（進路指導主事 宮野） 

○「進路だより」に関するアンケートへのご協力、ありがとうございました。たくさんの保護者の皆様から貴

重なご意見をいただきました。今年度の「進路だより」は今号が最後になりますが、アンケート結果を来年

度の紙面に反映させていきたいと思います。 

  今後も進路について悩んでいること、知りたいことがありましたら、担任を通してお知らせください。保

護者の皆様からのご意見をいただきながら、より充実した紙面にしていきたいと思っておりますので、よろ

しくお願いします。 


